
　常総市水海道地区にほど近い場所である、つくばみらい市福岡地区に県

が主導し土地造成事業を着手することが決定し、周辺地域にも雇用の創出

や定住促進が期待されます。圏央道沿線地域は現在、多くの企業が進出を

検討しているとされ、立地ニーズも高いことから、産業用地の供給がひっ

迫している現状にあります。また、近くの国道 354 号線バイパスは今後、

2029 年に実施される予定の水海道有料道路の無料化に伴い、国道 294

号線との立体交差事業も本年度から設計に着手し、ますます、圏央道や常

磐道で首都圏を結ぶ、県

西県南地域の活力創造が

期待されるところです。

いばらき自民党として

も、今後も企業立地に積

極的な県政を後押しして

まいります。

kaneko.teruhisa@gmail.com
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　３月 25 日地元の長年の悲願であ
りました高崎坂東線が開通しまし
た。また一つ、鬼怒川西地区の交通
アクセスの改良にもつながり、今後、
西側を南北に結ぶふれあい道路構想
を実現していくためにも、地域生活
や災害時の緊急道路の観点からも県
政の場で積極的にその必要性を訴え
てまいります。

令和３年度一般会計予算が成立
茨城県議会令和３年第一回定例会が閉会

　令和３年第一回定例会は３月２４日に関連議案を

すべて可決並びに令和３年度一般会計予算約１兆

2,951 億円を成立させ閉会しました。新型コロナウ

イルス感染症対策関係の予算も多くを占めるなか、

ネクストコロナ時代を見据えて県民生活の向上、県

土の均衡ある発展を切れ目なく実現していかなけれ

ばなりません。

◇ 「新しい豊かさへのチャレンジ」

　★企業立地が見込まれる「つくばみらい福岡地区」に新工業団地造成

　★生産量日本一である「栗」の高付加価値な加工品のブランド化を推進

◇ 「新しい安心安全へのチャレンジ」

　★新たな産業廃棄物最終処分場の基本計画策定や周辺道路の設計等を実施

　★県立医療大学及び付属病院の公立大学法人化に向けた準備に着手

◇ 「新しい人財育成へのチャレンジ」

　★不妊治療助成拡充とともに、不育症検査に対する助成を新設

　★県立高校等の一人一台端末の低所得世帯に対する補助を新設

◇ 「新しい夢・希望へのチャレンジ」

　★首都圏向けテレビを活用した県産品の販売プロモーションを開始

　★宿泊施設に加え、常設型観光施設の誘致促進制度を創設

　★県北地域の起業型地域おこし協力隊の大幅増員による活動強化

令和３年度の４つのチャレンジの推進
県税, 3,607

地方交付税, 1,868

国庫支出金, 1,756

県債, 1,639

地方消費税清算金
1,242

諸収入, 1,759

地方譲与税, 351

その他, 730

人件費, 3,194

公債費, 1,464

扶助費, 283

一般行政費
4,835

投資的経費
1,518

税交付金
1,658

歳入総額
1兆2,952 億円

歳出総額
1兆2,952 億円

▶　土木企業立地推進委員会報告

「災害から住民生活を守るインフラのあり方」

重点審査テーマ

　昨年に引き続き、常任委員会は「土木企業」を所管する副委員長を拝命

いたしました。また、私自身の関東・東北豪雨水害の経験から、県民の生

命・財産を守るためのインフラ整備を県政で訴えてきましたが、その趣旨

にそった重点審査テーマが設定され、令和三年も災害に強い県土作りに邁

進してまいります。ま

た、県庁内の組織改編

に伴い、立地推進部が

所管に加わったことに

より、これまでの「土

木企業」委員会から「土

木企業立地推進」委員

会へと名称が変更にな

ります。

ＩＢＡＲＡＫＩ ＴＯＰＩＣＳ

常総市近郊のつくばみらい福岡地区に 70ha の土地造成事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

企業立地に約 200億円の投資



令和３年 第一回定例会 予算委員会 質問

予算委員会で新型コロナウイルス感染症対策関連の質問を行いました。

　

先
日
、
筑
波
大
学
医
学
部
に
て
太
刀
川
教
授
を
招

い
て
コ
ロ
ナ
患
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
重
要

性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
現
在
、
個
別
の

自
治
体
や
医
療
機
関
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
内
精
神
医
療
保
健
機
関
有
志
が
団
結
し
て
、

「
県
コ
ロ
ナ
関
連
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。
県
は
こ
の
協
議
会
と
ど
の
よ
う
に
連
携

し
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

１

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

こ
こ
ろ
の
ケ
ア

 

コ
ロ
ナ
禍
で
恐
怖
に
お
び
え
、
不
安

を
抱
く
県
民
を
孤
立
さ
せ
ず
社
会
全
体

で
寄
り
添
う
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。

答
弁
：
保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長

　

県
で
は
、
協
議
会
と
設
立
直
後
に
協
定
を
締
結
し
、

宿
泊
療
養
施
設
等
か
ら
の
支
援
要
請
に
応
じ
て
、
協

議
会
に
対
し
、
陽
性
患
者
の
状
態
確
認
や
治
療
等
の

対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
は

１
３
件
で
、
こ
の
う
ち
、
件
数
の
最
も
多
い
宿
泊
療

養
施
設
に
お
い
て
は
、
看
護
師
に
よ
る
健
康
観
察
の

際
に
、
心
の
健
康
状
態
の
聞
き
取
り
や
療
養
者
自
身

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
支
援
が
必

要
な
方
に
は
、
協
議
会
の
精
神
科
医
師
に
診
察
を
要

請
す
る
な
ど
、
協
議
会
と
連
携
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

条
例
を
制
定
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
差
別
は
依
然
と
し

て
人
間
の
心
の
深
い
闇
に
巣
食
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
な

か
で
今
、
「
自
分
は
絶
対
に
コ

ロ
ナ
差
別
を
し
な
い
。
」
と
表

明
す
る
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
県
内
外
に
広

が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

誰
で
も
、
わ
か
り
や
す
い
差

別
防
止
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、

県
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

２

コ
ロ
ナ
差
別
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み

 

子
供
で
も
大
人
で
も
誰
も
が
わ
か
り

や
す
く
差
別
防
止
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
。

答
弁
：
保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長

　

青
少
年
や
地
域
社
会
に
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る

Ｊ
リ
ー
グ
や
Ｂ
リ
ー
グ
な
ど
、
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
と
連
携
し
、
選
手
に
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

や
医
療
従
事
者
へ
の
励
ま
し
を
呼
び
か
け
て
も
ら
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
の
発
信
を
行
っ
て
き
た
。
世
代
を

越
え
て
わ
か
り
や
す
く
発
信
力
の
あ
る
啓
発
活
動
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
、
社
会

全
体
で
人
権
尊
重
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。
ご

紹
介
の
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
効

果
的
な
啓
発
活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
県
で
は
、

こ
の
活
動
に
賛
同
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
紹
介
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
優

れ
た
民
間
団
体
の
取
組
に
つ
い
て
は
今
後
も
、
県
内

市
町
村
へ
の
情
報
提
供
や
、
人
権
啓
発
広
報
誌
な
ど

の
広
報
媒
体
で
広
く
周
知
す
る
な
ど
、
人
権
啓
発
の

輪
を
広
げ
て
い
く
。

　

常
総
市
、
坂
東
市
な
ど
県
西
地
区
は
職
場
や
学
校

な
ど
外
国
人
と
多
様
性
を
認
め
合
っ
て
生
活
を
し
て

い
る
と
い
う
地
域
的
な
特
徴
が
あ
る
。
県
全
体
の
陽

性
者
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
が
約
１
割
で
あ
り
な

が
ら
、
常
総
市
と
坂
東
市
で
そ
の
４
分
の
１
程
度
を

占
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の

地
域
で
は
外
国
人
陽
性
者
が
、
際
立
っ
て
多
い
こ
と

か
ら
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
や
、
言
葉
や
習
慣
・
文
化
・
宗
教
な
ど
が

異
な
る
外
国
人
に
対
し
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
最
新
情
報
や
三
密
防
止
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対
策
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
相
談
先
等
が
き
ち
ん
と
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
。
」
と
心
配
す
る
声
が
あ
が
っ
て

い
る
。
県
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

３

外
国
人
を
対
象
と
し
た

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

 

同
じ
コ
ロ
ナ
と
い
う
災
害
の
被
災
者

と
し
て
、
日
本
人
も
外
国
人
も
共
に
乗

り
越
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

答
弁
：
保
健
福
祉
部
長

　

本
県
で
は
昨
年
春
か
ら
、
県
及
び
茨
城
県
国
際
交

流
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
情
報
を
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と

英
語
で
掲
載
し
て
き
た
。
ま
た
、
昨
年
　
月
と
今
年

２
月
に
は
、
市
町
村
や
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
所

な
ど
を
通
じ
て
、
基
本
的
な
感
染
防
御
の
方
法
や
、

心
身
の
不
調
時
に
お
け
る
国
・
県
の
相
談
窓
口
な
ど

を
周
知
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹

患
し
た
外
国
人
に
対
し
ま
し
て
は
、
保
健
所
職
員
や

療
養
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
翻
訳
機
な
ど
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
療
養
者
に
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
す
る
な
ど
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

努
め
て
い
る
。 
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11

とても感じた

42％

少し感じた

41％

どちらともいえない

4％

あまり感じなかった

12％

全く感じなかった

1％

COVID�� に対する
県民の不安

新型コロナウイルスに関連して

どの程度ストレスを感じたか

（新型コロナウイルス感染症に関わるメンタルヘルス全国調査）


